
- 1 -

◎ 里山の５月

５月５日、来訪者あり。残念ながら雨。こどもの日でもある

ので

「五月人形と一緒に飾って下さい。」

と、我が家のカキツバタを持って帰ってもらった。

まだこれだけのカキツバタが残りました。つぼみがあるの

で、まだまだ咲きそうです。カキツバタの足もとにはミントが。こ

れからどんどん大きくなります。左にあるのはコブシの苗木で
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す。冬にエサのなくなった鹿たちが我が家の裏庭にやって

来てコブシの苗木を頭からガブリ。

『ダメかなあ。』

と思っていたのですが、わき芽が伸びて順調に大きくなって

います。

「や、やられた！！」

イノシシに我が家の庭、東から南東側にかけて広くあらさ

れてしまった。我が家の庭にある動物のエサとは・・・。

ユリネ ： 観賞用の花として茶碗蒸しの具材として。

ヤマイモ： 誰が植えたわけでも無く、自然のもの。

右上の写真のように花壇の淵に置いてある木材も牙でボ

ロボロにして、中に入っているイモムシまでもイノシシはエサに
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していきました。

庭から３０ｍ向こうの竹藪では鹿が・・・・。竹の子の先の

美味しいところを食べている。

日曜日、朝８時半。近所の畑に鹿が。

山ではドングリのなる広葉樹が伐採され、スギ・ヒノキの人工

林になってしまい、エサがないのだ。焦げ茶色の大和高原

特有の鹿が、人里まで出てきてしまっている。

どうすれば、元どおり山で生きていけるのか？


